
 

 

報 道 発 表 

令和２年８月 11 日 

地 球 環 境 ・ 海 洋 部 

 

 

異常気象分析検討会の開催について 

 

標記検討会を開催し、令和２年７月の不順な天候をもたらした要因について

分析を行います。 

 

気象庁は、社会経済に大きな影響を与える異常気象について、大学や研究機関

等の専門家の協力を得て異常気象の発生要因などに関する見解を迅速に公表す

るため、異常気象分析検討会を運営しています。 

本年７月の不順な天候をもたらした大規模な大気の流れについて、標記検討

会を開催し、その要因を分析し見解をまとめることとしました。なお、新型コロ

ナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、テレビ会議システムによる開催

といたします。 

 

１ 開催日時 

  日 時：令和２年８月 20 日（木）14 時 00 分～16 時 00 分 

  場 所：気象庁 886 共用会議室（気象庁庁舎８階） 

     ※テレビ会議システムによる開催 

２ 主な議事の内容 

・「令和２年７月豪雨」をはじめとした記録的な多雨・寡照など、本年７

月の不順な天候をもたらした大規模な大気の流れ等の要因について 

３ 会議の公開について 

  ・本検討会は非公開です。 

・本検討会終了後に記者会見を予定しています。 

・後日、速やかに議事概要を気象庁ホームページで公開します。 

 

 

問合せ先： 地球環境・海洋部気候情報課 中三川、石崎、佐藤 

電話 03-3212-8341（内線 3166、3158） FAX 03-3211-8406 
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